
河

原

信

之

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

本

件

は

、

事

業

承

継

と

い

う

当

初

の

依

頼

か

ら

、

戦

略

策

定

、

営

業

、

人

事

、

製

造

な

ど

の

全

般

的

な

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

に

移

行

し

て

い

る

。

私

は

、

当

初

の

課

題

が

な

く

な

っ

た

ら

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

契

約

は

終

わ

り

に

す

べ

き

と

の

ス

タ

ン

ス

を

と

っ

て

い

る

。

大

西

さ

ん

は

「

当

社

に

は

問

題

や

課

題

は

た

く

さ

ん

あ

る

の

で

毎

回

見

つ

け

て

く

る

」

と

返

さ

れ

て

い

る

。

そ

ん

な

や

り

と

り

も

あ

り

、

今

で

は

、

問

題

発

見

能

力

・

課

題

形

成

能

力

は

目

を

見

張

る

も

の

と

な

っ

た

。

中

期

経

営

計

画

の

策

定

な

ど

を

通

し

て

、

課

題

の

発

見

・

解

決

能

力

が

高

く

な

っ

た

。

中

期

経

営

計

画

を

常

に

手

元

に

置

い

て

進

捗

管

理

し

て

お

り

、

私

が

訪

問

す

る

と

き

は

、

ボ

ロ

ボ

ロ

の

中

計

を

持

っ

て

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

に

臨

ん

で

お

り

、

計

画

達

成

へ

の

意

識

が

強

い

。

　

従

業

員

と

の

向

き

合

い

方

も

真

摯

だ

。

当

初

は

経

営

を

知

ら

な

い

こ

と

も

あ

り

、

従

業

員

と

の

距

離

感

が

難

し

い

と

感

じ

て

い

る

よ

う

で

あ

っ

た

が

、

今

で

は

、

従

業

員

か

ら

信

頼

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

不

思

議

な

こ

と

に

、

重

要

な

局

面

で

は

、

取

引

先

、

前

職

の

上

司

や

先

輩

、

以

前

に

同

社

を

辞

め

た

人

、

支

援

機

関

の

人

な

ど

が

、

様

々

な

ア

ド

バ

イ

ス

を

し

て

く

れ

、

協

力

者

や

目

に

か

け

て

く

れ

る

人

が

出

て

く

る

。

　

私

は

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

行

う

際

に

は

、

お

客

様

が

何

を

期

待

し

て

い

る

か

を

重

視

し

て

い

る

。

お

客

様

は

テ

キ

ス

ト

に

書

い

て

い

る

こ

と

に

は

興

味

は

な

い

。

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

得

意

分

野

に

引

き

ず

り

込

ま

れ

る

こ

と

も

期

待

し

て

い

な

い

。

現

実

の

問

題

や

課

題

を

ど

う

や

っ

て

具

体

的

に

解

決

す

る

か

を

提

示

す

る

こ

と

に

徹

し

、

そ

の

成

功

の

確

率

を

上

げ

て

い

く

こ

と

が

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

に

求

め

ら

れ

る

役

割

で

は

な

い

か

。

大西貴子・東京

精密発條代表取

締役社長の話

　私は、他の企

業で働いていた

が、父親である

前田高明前社長

から声がかかり、２０１９年４月に入

社した。

　会社を継ぐことは全く考えてい

なかったが、工場を見たり、製品

を見たり、話を聞いたりしている

うちに、「もっとこうしたらいい

んじゃないか」と思う自分がいた。

父に乗せられた感じがして悔しい

が、今では感謝している。

　入社して１～２年ぐらいは、継

ぐまでの覚悟ができていなかっ

た。中期経営計画の策定に積極的

に関わっていく過程で、会社の理

解が深くなり、会社を継ぐのは町

工場経営者のＤＮＡを持つ私しか

いないと思い、社長になる決心が

ついた。

　今年の６月１日に３代目の社長

に就任した。当社はこれまでは売

上至上主義なところがあったが、

現在は利益を重視している。機械

化の推進や新製品の開発、従業員

の教育制度・キャリアプランの充

実などに力を入れている。女性比

率は現在２割程度だが、徐々に増

やして、男女半々になるようにし

たい。

　河原コンサルのコンサルティン

グを受けて３年近くになるが、経

営の初心者である自分に目線をあ

わせてコンサルティングをしてく

れている。目指すべき姿、進むべ

き道を一緒に考えてくれている。

「こんな考え方があるんだ」とい

うことに気づくことができて、コ

ンサルティングの日を楽しみにし

ている。

キズを付けない曲げ金型：

ウイングベンドプラス

　

東

京

精

密

発

條

（

本

社

＝

横

浜

市

都

筑

区

、

従

業

員

数

�

人

）

は

、

６

月

に

就

任

し

た

大

西

貴

子

・

代

表

取

締

役

社

長

の

も

と

で

、

組

織

能

力

の

向

上

や

、

設

計

や

工

場

の

生

産

性

向

上

、

製

品

の

需

要

拡

大

な

ど

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

発

條

（

ば

ね

）

を

製

造

す

る

会

社

と

し

て

、

１

９

５

３

年

に

創

業

し

た

同

社

は

、

ば

ね

の

製

造

技

術

を

生

か

し

、

工

作

機

械

周

辺

機

器

の

開

発

設

計

や

製

造

販

売

、

金

型

製

造

販

売

な

ど

を

行

っ

て

い

る

。

　

同

社

の

売

上

の

９

割

は

、

工

作

機

械

周

辺

機

器

の

「

ス

パ

ル

コ

ン

」

シ

リ

ー

ズ

、

「

シ

ャ

ト

ル

ガ

ー

ド

」

シ

リ

ー

ズ

、

「

ス

ク

リ

ュ

ー

カ

バ

ー

／

ポ

ス

ト

カ

バ

ー

」

シ

リ

ー

ズ

の

三

つ

で

占

め

て

い

る

。

　

２

０

０

２

年

に

開

発

し

た

プ

レ

ス

ブ

レ

ー

キ

用

曲

げ

金

型

「

ウ

イ

ン

グ

ベ

ン

ド

」

は

、

金

型

交

換

が

ほ

と

ん

ど

不

要

の

た

め

、

ス

ピ

ー

デ

ィ

ー

で

経

済

的

な

プ

レ

ス

ブ

レ

ー

キ

（

曲

げ

加

工

に

使

わ

れ

る

プ

レ

ス

機

械

）

作

業

が

実

現

で

き

る

。

２

０

１

５

年

に

は

「

ウ

イ

ン

グ

ベ

ン

ド

プ

ラ

ス

」

を

完

成

さ

せ

、

こ

れ

ら

は

国

内

外

の

プ

レ

ス

加

工

現

場

で

使

わ

れ

て

い

る

。

　

日

本

生

産

性

本

部

で

は

、

金

融

機

関

か

ら

の

紹

介

を

通

じ

て

、

２

０

２

０

年

�

月

か

ら

同

社

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

始

め

た

。

「

当

初

は

事

業

承

継

の

案

件

だ

と

聞

い

て

い

た

が

、

話

を

聞

い

て

み

る

と

、

業

績

の

立

て

直

し

が

必

要

な

時

期

で

、

前

田

高

明

社

長

（

当

時

、

現

会

長

）

の

長

女

（

大

西

氏

）

と

次

女

に

、

経

営

や

製

造

業

の

こ

と

を

教

え

て

ほ

し

い

と

い

う

依

頼

も

あ

っ

た

。

そ

こ

で

、

中

期

経

営

計

画

の

策

定

を

通

じ

て

、

２

人

に

経

営

を

学

ん

で

も

ら

い

、

そ

れ

を

機

に

新

体

制

へ

移

行

し

、

中

期

経

営

計

画

を

遂

行

し

て

い

く

こ

と

に

な

っ

た

」

（

河

原

信

之

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

）

。

　

そ

こ

で

、

大

西

氏

が

チ

ー

ム

リ

ー

ダ

ー

と

な

っ

て

、

次

女

、

製

造

、

設

計

の

４

人

に

よ

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

を

つ

く

り

、

中

期

経

営

計

画

の

策

定

の

作

業

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

た

。

「

同

社

に

は

、

従

業

員

の

コ

ス

ト

意

識

が

低

い

、

属

人

的

な

業

務

が

多

い

、

製

造

の

受

入

能

力

に

限

界

が

あ

る

と

い

っ

た

様

々

な

課

題

が

あ

っ

た

。

全

く

の

異

業

種

か

ら

来

た

大

西

さ

ん

に

は

、

製

造

業

そ

の

も

の

を

理

解

し

て

も

ら

う

こ

と

も

含

め

て

、

現

場

に

足

を

運

び

、

取

引

先

・

外

注

先

を

深

く

理

解

し

て

ほ

し

い

と

伝

え

た

。

会

社

の

今

後

は

ど

う

な

る

の

か

、

機

械

は

ど

う

動

い

て

い

る

の

か

、

現

場

の

人

た

ち

が

何

を

考

え

て

い

る

の

か

、

外

注

先

の

状

況

は

ど

う

な

っ

て

い

る

の

か

を

理

解

し

て

も

ら

い

、

課

題

を

た

く

さ

ん

発

見

し

て

も

ら

う

よ

う

に

お

願

い

し

た

」

（

河

原

コ

ン

サ

ル

）

。

　

２

０

２

１

年

６

月

か

ら

ス

タ

ー

ト

し

た

中

期

経

営

計

画

「

個

か

ら

組

織

へ

�

全

員

で

稼

ぐ

組

織

に

向

け

て

」

に

は

、

経

営

理

念

・

ビ

ジ

ョ

ン

や

、

外

部

環

境

分

析

（

市

場

環

境

分

析

、

製

品

分

析

、

顧

客

別

競

合

分

析

等

）

や

内

部

環

境

分

析

（

財

務

分

析

、

組

織

体

制

等

）

に

よ

る

、

具

体

的

な

経

営

戦

略

や

施

策

展

開

方

法

な

ど

が

盛

り

込

ま

れ

た

。

　

ビ

ジ

ョ

ン

を

「

『

も

の

づ

く

り

＋

α

』

に

挑

み

続

け

る

」

「

全

員

で

稼

ぐ

組

織

へ

」

「

『

見

え

る

化

』

推

進

」

と

定

め

、

基

本

方

針

を

「

組

織

能

力

の

向

上

（

強

い

組

織

へ

）

」

「

収

益

力

の

回

復

（

強

い

営

業

体

制

へ

）

」

「

収

益

力

の

強

化

（

強

い

収

益

体

制

へ

）

」

と

定

め

た

。

　

「

組

織

能

力

の

向

上

」

で

は

、

個

々

の

能

力

に

支

え

ら

れ

て

い

た

組

織

か

ら

、

全

体

で

支

え

て

い

く

組

織

に

変

え

る

た

め

に

、

「

見

え

る

化

」

と

「

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

サ

イ

ク

ル

」

の

定

着

、

目

標

管

理

制

度

の

導

入

、

取

り

次

ぎ

的

な

営

業

ス

タ

イ

ル

か

ら

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

営

業

へ

の

移

行

を

図

っ

た

。

他

部

署

と

の

連

携

や

日

常

的

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

強

化

す

る

た

め

に

、

営

業

、

設

計

、

間

接

部

門

を

ワ

ン

フ

ロ

ア

に

配

置

し

た

。

　

「

収

益

力

の

回

復

」

で

は

、

営

業

力

の

強

化

を

図

り

、

設

計

や

工

場

の

生

産

性

向

上

を

中

心

に

実

施

し

た

。

３

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｄ

の

導

入

に

よ

り

、

設

計

の

生

産

性

を

向

上

さ

せ

て

い

る

。

　

「

収

益

力

の

強

化

」

で

は

、

新

市

場

開

拓

、

内

製

化

推

進

、

定

期

的

な

新

製

品

開

発

を

図

っ

た

。

　

こ

れ

ら

に

取

り

組

ん

だ

結

果

、

売

上

高

は

、

１

・

７

倍

に

増

え

た

。

　

現

在

、

作

成

中

の

新

中

期

経

営

計

画

で

は

、

顧

客

へ

の

情

報

発

信

、

新

製

品

・

新

市

場

開

拓

、

品

質

・

納

期

の

徹

底

、

設

備

投

資

の

推

進

、

人

材

の

確

保

な

ど

に

力

を

入

れ

て

い

く

。

　

「

前

回

の

中

期

経

営

計

画

を

通

じ

て

、

多

く

の

課

題

が

解

決

さ

れ

た

が

、

課

題

は

ま

だ

多

く

残

っ

て

い

る

。

各

部

門

が

課

題

を

自

分

の

こ

と

と

し

て

推

進

で

き

る

よ

う

に

、

今

回

の

新

中

計

で

は

、

大

西

さ

ん

を

中

心

と

し

て

方

針

を

決

定

し

、

方

針

に

沿

っ

た

課

題

を

各

部

門

長

が

策

定

す

る

方

法

を

採

用

し

た

。

各

部

門

か

ら

上

が

っ

て

き

た

課

題

と

そ

れ

に

対

す

る

施

策

を

見

る

と

、

前

回

の

策

定

時

に

は

考

え

ら

れ

な

か

っ

た

組

織

能

力

の

向

上

を

感

じ

て

い

る

。

こ

れ

も

常

日

頃

か

ら

各

部

門

に

課

題

を

投

げ

続

け

、

現

場

と

の

対

話

を

続

け

た

成

果

だ

と

考

え

る

」

（

河

原

コ

ン

サ

ル

）

。

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

（

４

回

連

載

予

定

）


